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新規メンバ、歓迎です！
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委員会の開催
• 【⽇時】12/18（⽕）15:00ー17:00

• 【会場】 JST東京本部 住宅棟1階会議室

• 以下について出席者間で課題として共有し、⼩委員会としてはこれらの議論の記録を成
果物としてまとめる。

• トピックス1：データポリシー制定、実施、要領策定まで
• トピックス2：データ管理計画の実際、試み、課題
• トピックス3：分野・領域依存性と、⽇本全体的な共通項（データ利活⽤に向けて）
• トピックス4：Japan Open Science Summit 2019(5/27‐28予定）当会セッション案

• 紹介：
• 1. データ利活⽤の可能性とDMP／METI 秋⼭
• 2. データリポジトリの運⽤⽅針／NIMS ⾕藤
• 3. JSTでのデータ管理計画および取り巻く状況／JST ⼩賀坂

2RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇

JOSS2019で発表しませんか：
• 5/27(月)-28(火)＠竹橋講堂
• DMPセッション企画あります



データ管理計画
（DMP: Data Management Plan）とは
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研究プロジェクト等における研究データの取
り扱いを定めるものであり、具体的にはデー
タの種類、フォーマット、アクセス及び共有
のための⽅針、研究成果の保管に関する計画
などについて記載されるもの
⽂部科学省「学術情報のオープン化の推進について（審議まとめ）」（2016年2⽉）
http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2016/04/08/1368804_1_
1_1.pdf

研究データ管理のための設計図

RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇

DMP策定の意義
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• 研究の初期段階から、データ管理に関する計画を
検討することで、しっかりとした準備ができる

• 準備に基づき、研究全体を通して、適切なデータ
管理を⾏うことができる

• 適切なデータ管理は、研究の公正性・再現性、
データの信頼性を保証し、データのセキュリティ
の向上につながる

• データ収集の重複などを回避でき、研究の質と効
率性を⾼める

（作る側）義務化されているから作成するのではなく、より良い研究を⾏うため
にDMPを作ることが望ましい。
（使う側）研究室や現場で、具体的に何をすれば適切な管理なのか分かりやすく。
今より雑⽤を増やさない賢いDMPを作って欲しい。

RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇

現実には：

• 研究PJを立てたときには予想
しないことが起こるもの

• 予定通りに進むとしても、適切
な管理って？

• 研究公正や信頼性保証は、
経営陣の弁なのでは？

• 他人のデータを集めたからと
いって研究の質が上がるわけ
ではない。効率はあがるかもし
れないが。。



国内の研究助成機関の動向
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機関名 ⽅針策定状況

国⽴研究開発法⼈
⽇本医療研究開発機構
（AMED）

• 「疾病克服に向けたゲノム医療実現化プロジェクト」及び「難病克
服プロジェクト」ゲノム医療実現のためのデータシェアリングポリ
シー（2016.4）

• 2018.5.1以降にAMEDが新規公募する事業について、データマネジメ
ントプランの提出を義務化（2018.3）

国⽴研究開発法⼈
科学技術振興機構
（JST）

• 「オープンサイエンス促進に向けた研究成果の取扱いに関するJST
の基本⽅針」策定（2017.4）

• 「戦略的創造研究推進事業におけるデータマネジメント実施⽅針」
（2016.2）に基づき、データマネジメントプランの提出を要求

経済産業省
産業技術環境局

• 「委託研究開発におけるデータマネジメントに関する運⽤ガイドラ
イン」策定（2017.12）

• データマネジメントプランの作成を要求

独⽴⾏政法⼈
⽇本学術振興会（JSPS）

• 「論⽂のオープンアクセス化に関する実施⽅針」策定（2017.3）
• データに関する⽅針は未定

＊データマネジメントプラン（データ管理計画書）の提出を要求

RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇

AMED：DMP記載事項
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• 事業年度
• 事業名
• 研究開発課題名
• 研究から産出されるデータ及びデータ群の総称
• データサイエンティストの所属・⽒名等
• リポジトリ（保存場所）
• その他必要事項（各事業の特性等に応じ設定）

国⽴研究開発法⼈⽇本医療研究開発機構（AMED）『データマネジメントプランの提出について』
（平成30年3⽉20⽇）
https://www.amed.go.jp/content/000030140.pdf

RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇



JST：DMPに明記する項⽬
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1. 管理対象となる研究データの保存・管理⽅針
2. 研究データの公開・⾮公開に係る⽅針
3. 公開可能な研究データの提供⽅法・体制
4. 公開研究データの想定利⽤⽤途
5. 公開研究データの利活⽤促進に向けた取り組み
6. その他特記事項

国⽴研究開発法⼈科学技術振興機構『戦略的創造研究推進事業におけるデータマネジメント実施
⽅針』（平成28年2⽉2⽇）
https://www.jst.go.jp/kisoken/boshuu/teian/koubo/data_houshin.pdf

RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇

経産省：DMPで提案する事項
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1. 研究開発データの名称
2. 研究開発データを取得⼜は収集した者
3. 研究開発データの管理者
4. 委託者指定データ、⾃主管理データの分類
5. 研究開発データの説明
6. 研究開発データの想定利活⽤⽤途
7. 研究開発データの取得⼜は収集⽅法
8. 研究開発データの利活⽤・提供⽅針
9. （他者に提供する場合）円滑な提供に向けた取り組み；（秘匿

して⾃ら利活⽤する場合）秘匿期間、秘匿理由
10. リポジトリ（プロジェクト期間中、終了後）
11. 想定データ量
12. 加⼯⽅針（ファイル形式、メタデータに関する事項を含む）
13. その他（サンプルデータやデータ提供サイトのURL）

経済産業省産業技術環境局『委託研究開発におけるデータマネジメントに関する運⽤ガイドライン』
（平成29年12⽉）http://www.meti.go.jp/press/2017/12/20171227001/20171227001‐1.pdf

RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇



⼩委員会での意⾒・情報交換から
• 研究者が最も影響を受ける「科研費」でのDMP導⼊のタイムライン
⇒NIIが進めるDMP試験版に参加しよう

• 競争的資⾦でのDMP実施状況
⇒情報共有、各機関・⽴場に活かそう

• 新たな動きとして、データリポジトリ（分野にとってデータプラッ
トフォーム）を分野・領域横断でメタデータ検索ができるようにす
る試みが始まっている（METI、SIPなど）
⇒DMP作成のヒントになるか

• 相互運⽤性やデータの質をみるためのメタデータの記述について、
標準化への取り組みが進んでいる（NISTなどの研究機関、WDSや
NOMADなどの研究コミュニティ、ScienceDataなどの出版社、ほか政
策でも）
⇒DMP視点でもウオッチしておこう

9RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇

委員会の今後
−FY2019提⾔書化を⽬指して
• DMPというコンセプト

• ⽇常の研究の中で「データを管理する」という考え⽅を浸透
させていくためのアドボカシー（組織トップダウン、ボトム
アップ）

• DMPする（できる）環境
• NII等で進めるDMPツールを使ってみた体験の共有とアイデア
（研究者主体の声を）

• DMPで管理したことが、研究の推進にどう活かされるのか
• ユースケースの勉強と共有
• 組織評価やインセンティブに関する情報共有
• ⽇本ユニークな事情
• 分野特性に合わせる臨機応変な（賢い）DMPを⽬指して

10RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇



DMPを研究という
⽇常に取り込むには

材料分野の場合（NIMS)
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データをつくる・あつめる・ためる・つかう
データプラットフォーム構築中の現場から。

8⽉1⽇制定

【１】NIMSデータ⽅針 ー オープンとクローズ

イントラ「規程集」
やHPに公開中

論⽂に使わなかったデータ

論文のサプリメントデータ
＋エビデンスデータ

研究者が⾒いだした
ストーリーを

論⽂として公開

物質・材料研究機構NIMS 材料データプラットフォームセンター RDUF2019総会@JST, 2019年2月18日 12



データのクローズ・オープン：DMPのライフタイムデータのクローズ・オープン：DMPのライフタイム

■ データ管理計画で考えるオープン・クローズ
✔ 研究中の⽇々のデータはクローズだが、⼿元での管理はDMPやラボノートで。
✔ 論⽂等の研究成果として発表する際には、公開を前提としてデータを整理し、リポジトリ登録
✔ 公開の際には、時期（いつから）・範囲（だれに）・利⽤設定（使うCC-BY、使う制限等）

• ⽇々のデータ管理
• 共同研究の推進
• 研究公正に対応

• メタデータ管理
• 公開~⾮公開を設定

• 分野横断型検索
• 異分野連携発展
• 産学連携への発展

ＮＩＭＳの
データ管理基盤

DMP
(H32~）

ＮＩＭＳの
データ公開基盤
リポジトリ
(H31~）

NIMSの
データ統合・
横断検索、
データ出⼒
(H32~）

研究を立てる 公知という公開 検索・DL
CLOSE OPEN・CLOSE

物質・材料研究機構NIMS 材料データプラットフォームセンター RDUF2019総会@JST, 2019年2月18日 13

14物質・材料研究機構NIMS 材料データプラットフォームセンター

データリポジトリを安心安全に運用する５つの取り組み

１．データの質

だれが・いつ・どのよ
うな条件で⇒データ
来歴情報を最低限の
メタデータとして
登録必須

２．データの量

機械学習やインフォ
マティクス⇒
機械可読にためる・
機械学習に使うデー
タサイクル

３．適切な利用

データ登録時に、利
用ライセンスや契約
⇒
データを適切な
条件下で利用

４．安全な環境

利用規則⇒
登録者・利用者は、
予めの登録で身元確
認

５．データプラットフォームという研究開発の発展の場

• データ形式を整えるツール、用語を変換する語彙などを提供
• データを解析する環境を提供
• 機械学習の時代に応えるデータ生成ツール、多様な用途のAPIを研究開発

データリポジトリ
（データの来歴・メタ情報・オープンクローズ制御・品質保証・作者／著者／利⽤者管理）

RDUF2019総会@JST, 2019年2月18日



プロセス データマネジメントプランに規定すべき項目（※）

1 企画、計画立案

・対象とするデータ／責任者・責任組織
・管理範囲 ・NIMS中長期計画との整合性
・資金計画 ・データマネジメントプランの共有化
・定期的な見直し計画

2 収集・生成・加工
・品質保証と品質管理 ・取得、収集（整理）方法 ・公開データの形式
・品質基準 ・登録方法

3 公開・利活用
・公開・共有計画・方法 ・データへのアクセス ・データ登録者との合意
・利用者との合意 ・引用方法、謝辞 ・データセットに固有のプラン

4 保存・更新・廃棄
・保存場所・容量 ・維持・拡充方法
・データ消去の判断指針 ・管理体制、必要資源

※今後、試行を重ねながら、運用上の効率性や継続性を鑑みて慎重に項目を選定
※競争的研究費のDMPとしても使えるように項目を選定していく予定

物質・材料研究機構NIMS 材料データプラットフォームセンター RDUF2019総会@JST, 2019年2月18日 15

NIMSのDMP試案NIMSのDMP試案

制度としての
DMPを考える
競争的資⾦におけるDMP（JST)



DMP導⼊に関する国の⽅針
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統合イノベーション戦略（2018年6⽉15⽇閣議決定）
第2章 知の源泉
(2)オープンサイエンスのためのデータ基盤の整備
③今後の⽅向性及び具体的に講じる主要施策
ii) 研究データの管理・利活⽤についての⽅針・計画の策定等

（抜粋）
• 国研は、研究分野の特性、国際的環境、産業育成等に配慮し、必要に応じ
てオープン・アンド・クローズ戦略を取り⼊れ、データポリシーを策定
脚注：策定法⼈は、2017 年末時点で2法⼈であるが、2020 年度末までに
24 法⼈（国研のうち、研究資⾦配分機関であるAMED、JST、NEDOを除
く。）全てでの策定を⽬指す（法⼈内の特定の研究センター・部⾨等の範
囲で策定した場合を含む。）。

• 競争的研究費制度の⽬的、対象等を踏まえ、⼤学・国研・企業等の研究実
施者がデータマネジメントプラン等のデータ管理を適切に⾏う仕組みを、
各府省・研究資⾦配分機関が所管の競争的研究費制度に導⼊（ガイドライ
ン策定や公募要領改訂等）
脚注：導⼊府省・研究資⾦配分機関は、2018 年度当初時点で4であるが、
2021 年度予算における公募までに14 府省・機関全てでの導⼊を⽬指す
（制度内で特定のプログラム・事業等で導⼊した場合を含む。）。

JSTのオープンサイエンス⽅針

I. 研究成果論⽂のオープンアクセス化について
→オープンアクセスを義務化
（グリーンOAを推奨、ゴールドOAも可、その他の⽅法も

可）
II. 研究データの取扱いについて

• データマネジメントプラン（DMP）の作成
→採択後研究開始までに提出することを義務化

• 研究データの保存・管理と公開
→論⽂エビデンスデータの公開を推奨

18

オープンサイエンス促進に向けた研究成果の取扱いに
関するJSTの基本⽅針（2017年 4 ⽉1⽇）



研究ワークフローとデータマネジメントプラン(DMP)

Idea Design/
planning

Research

Curation
Share/
storage

Writing
Publishing/
sharing

New ideas

Data science

DMP

19RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇

JSTは2016年度よりDMPを導⼊
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• 2016年度に戦略的創造研究推進事業に導⼊
• 2017年度に「オープンサイエンス⽅針」を策定、全事業へ順次導⼊
• DMP提出は「採択後」であり、採択審査の対象としない

0

200

400

600

2016 2017 2018

新
規
採
択
課
題
数

新規採択課題に占めるDMP提出課題数の推移



DMPひな形

21

1. 研究データ基本情報（データ名、データ概要、分類（実験データ/
計算データ、等）、公開レベル、研究計画書対応項⽬）

2. 研究データ保存・管理・公開/⾮公開の⽅針

3. 研究データの想定利⽤⽤途

4. 研究データの利活⽤促進に向けた取り組み

研究者への情報提供
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基本⽅針に係る⽂書（JST全体）
• 「 オ ー プ ン サ イ エ ン ス 促 進 に 向 け た 研 究 成 果 の 取 扱 い に

関するJSTの基本⽅針」（2017年 4 ⽉1⽇）
• 「 『 オ ー プ ン サ イ エ ン ス 促 進 に 向 け た 研 究 成 果 の 取 扱 い に

関するJSTの基本⽅針』運⽤ガイドライン」（2017年4⽉1⽇）

研究者向けのマニュアル等（例︓戦略的創造研究推進事業）
• 「戦略的創造研究推進事業におけるデータマネジメント実施⽅針」

（2016年2⽉）
• 「『データマネジメントプラン』作成の⼿引き」（2016年8⽉）
• データマネジメントプランひな形（研究計画書様式として提供）
• その他、公募要領・研究者向けマニュアル等に説明⽂を掲載

その他、事業部におけるDMP作成⽀援等（担当職員個別の対応）



Initiative for the alignment of RDM policies
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DMP項⽬ 記載すべきポイント
１．データの概要、その収集
ないし既存データの再利⽤

・データの種別・形式及びサイズ
・データ収集/作成/再利⽤の⽅法

２．ドキュメンテーション及
びデータの質

・データに付随するメタデータ及びドキュメント
・使⽤するPID、データの質保障に⽤いる指標

３．保管とバックアップ ・研究期間中のデータ保管とバックアップの⽅法
・セキュリティと個⼈情報保護の⽅法

４．コンプライアンス（倫理、
法・規則、⾏動規範）

・倫理や⾏動規範に関するマネジメント
・権利関係やその他の法的事項のマネジメント

５．データ共有と⻑期保管 ・データ共有の時期と⽅法
・⻑期保管するデータの基準と保管場所
・データへアクセスするための⽅法やソフトウェア
・データ管理の責任の所在
・データ管理とFAIR原則を遵守するために必要なコストと時間

• Science EuropaとオランダNWOが⽴ち上げた、研究データ(RDM)マネジメントポリ
シーの”alignment”を⽬指すイニシアチブ(2018年1⽉に会合開催)

• “DMPに対するcore requirement”を含むRDMポリシー案について、意⾒招請を実施
(2018年4⽉)

https://www.scienceeurope.org/policy/policy‐areas/research‐data/rdm‐initiative/

DMPの標準化に向けた動向（事例）

24

DMP項⽬について、在ヨーロッパの関係機関に対する質問調査結果（n=14）



25

2018年11⽉︓consultationを踏まえ「PRACTICAL GUIDE」を発⾏

現在、各ファンド機関でDMPの導⼊が推進されている中、
こうした標準化の動向も踏まえる必要がある

DMPという
アプリケーション

⽇本版DMP (NII)

「義務化されているから作成するのではなく、
より良い研究を⾏うためにDMPを作ることが望ましい」

ojiro@nii.ac.jp



NIIの研究データ基盤（開発中）

27

• 機関リポジトリ＋分野別リポジトリやデー
タリポジトリとも連携

• 研究者や所属機関、研究プロジェクトの情
報とも関連付けた知識ベースを形成

• 研究者による発⾒のプロセスをサポート

⻑期保存対応ストレージ領域

Cold
Storage

Cold
Storage

Cold
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

データ公開基盤

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

成果論⽂ 研究データ

機関向け研究データ管理

⾮公開 共有 公開
• データ管理基盤における簡便な操作で研究

成果の公開が可能
• 図書館員やデータキュレータによる、メタ

データや公開レベル統計情報などの管理機
能の提供

• データ収集装置や解析⽤計算機とも連携
• 研究遂⾏中の研究データなどを共同研究者

間やラボ内で共有・管理
• 組織が提供するストレージに接続した利⽤

が可能

分野別
リポジトリ

海外の
研究データ
公開基盤�� � � ����データ検索基盤

��

直結

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析⽤
計算機

データ管理基盤

次期DMP
Machine actionable

RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇

機械実⾏型DMPのための
10の簡単なルール
1. 研究データエコシステム内のすべてのステークホルダーのワークフロー

の中にDMPを取り⼊れる
2. ⾃動システムがステークホルダーに代わって作業する
3. ⼈だけでなく機械⽤のポリシーを策定する
4. データ管理エコシステムの要素を機械と⼈の両者に対して記述する
5. PIDと統制語彙を使⽤する
6. 機械実⾏型DMPの共通データモデルに準じる
7. DMPを⼈と機関の両者が利⽤できるようにする
8. データ管理の評価・モニターを⽀援する
9. DMPを更新可能で⽣きたバージョン管理された⽂書にする
10. DMPを公開する

28

Miksa, Tomasz, Simms, Stephanie, Mietchen, Daniel, & Jones, Sarah. (2018). 
Ten simple rules for machine-actionable data management plans (preprint). 
http://doi.org/10.5281/zenodo.1172673

RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇



ステイクホルダー間の相互作⽤

ステークホルダーは、DMPを介して情報を交換することで、お互いにコミュニケーションを取る。
• リポジトリ運営者は、研究者が提出したデータに対して、適切なリポジトリを選択し、エンバーゴ期
間を設定し、正しいライセンスを割り当てることができる。

• それに対して、リポジトリ運営者に代わって作業を⾏うシステムは、データに割り当てられたDOIの
リストを提供、ストレージや保存のコストに関わる情報を提供する。

• 同様に、助成団体は、どのようにDMPが導⼊されたかを確認するために、この情報にアクセスするこ
とができる。

• 研究者は、さまざまなフィルタを利⽤してDMPカタログを閲覧し、同様の⽅法論やインフラを利⽤し
ているプロジェクトや、同様の成果を⽣んでいるプロジェクトを検索することができる。

29
Miksa, Tomasz, Simms, Stephanie, Mietchen, Daniel, & Jones, Sarah. (2018). 
Ten simple rules for machine-actionable data management plans (preprint). 
http://doi.org/10.5281/zenodo.1172673

RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇

データ管理計画のライフサイクル

30

研究の
初期段階

研究の
途中段階

研究の
終了後

• 計画の作成
• 計画の実⾏
• 必要に応じて
計画修正

• 計画達成状況
の検証

RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇



DMPに明記すべき事項

31

Digital Curation Centre (DCC), DMP checklist http://www.dcc.ac.uk/resources/data‐
management‐plans/checklist

①管理情報

②データ収集

③⽂書化とメタデータの付与

④倫理・法律上のコンプライアンス

⑤保管とバックアップ

⑥選定と保存

⑦データ共有

⑧責任とリソース

RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇

データ管理計画作成⽀援ツール

32

DMPOnline（デジタル・キュレーション・
センター）

DMPTool（カリフォルニア⼤学
キュレーション・センター）

誰でも無料で
アカウント
作成可能

https://dmponline.dcc.ac.uk/ https://dmptool.org/

RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇



ツールの利点

33

•データ管理計画作成ツールを利⽤することによ
り、作成の負担を軽減することができる

•テンプレート等を⽤いて、各助成機関等の要件
に則った計画書を容易に作成できる

•共有・公開機能により、他の研究者が作成した
計画書を参考にすることもできる

RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇

DMPRoadmapの基本機能

34

システム管理者
機能

•利⽤者管理機能
•機関管理機能
•権限管理機能

機関管理者機能

•テンプレートの
作成

•ガイダンスの作
成

作成機能

•テンプレートの
選択

•質問への回答
• DMPの作成

管理機能

•編集
•削除
•共有
•エクスポート

RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇



検証結果

35

• DMPRoadmapの基本機能は、⽇本語版でも概
ね正常に動作

•直感的に操作しにくい（特に、テンプレート
やガイダンスの作成⼿順がわかりにくい）

•エクスポート機能の⼀部に不具合あり（PDF
出⼒）

•外部APIについては未検証
RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇

今後の計画

36

•検証作業の継続
• JPCOAR（オープンアクセスリポジトリ推進協会）研究
データTF

• RDUF（研究データ利活⽤協議会）DMP⼩委員会
• 国内の研究助成機関等

•⽇本版ツールの開発
• 機械実⾏型（machine actionable）DMPのプロトタイプ

•研究データ基盤（NII Research Data Cloud）への組
み込み

RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇



付録

（NIIが開発する
DMP機能の紹介）

DMPRoadmapの⽇本語版

38

※2018年1⽉末時点のソースコードに基づき、⽇本語化と試験環境を構築
RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇



システム管理者機能
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（利⽤者）

（機関）

（権限）

RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇

機関管理者機能（テンプレート）

40

テンプレートとは？
• DMP作成を⽀援するために提供する計画書の雛形
• 助成機関や研究機関の管理者が作成

「検証⽤テンプレート」というタイ
トルのテンプレートを新規に作る

RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇



機関管理者機能（テンプレート）
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DMPの項⽬毎に
• 質問⽂
• 回答例
• ガイダンス等
を作成する

ガイダンスとは？
• 回答のヒントとなるような有益な情報。
• テンプレートと合わせて、助成機関や研
究機関の管理者が作成

RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇

作成機能（DMPリスト）

42RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇



作成機能（テンプレートの選択）

43

プロジェクト名を⼊⼒

代表研究機関を⼊⼒

関係する助成機関を⼊⼒

使⽤するテンプレートを⼊⼒
（システムが最適なテンプ
レートの候補を表⽰）

RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇

作成機能（テンプレートの表⽰）
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質問⽂がセクション毎に
まとめて表⽰

質問に回答

RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇



作成機能（質問への回答）
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質問⽂

ガイダ
ンス

回答
⼊⼒

RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇

管理機能（編集）

46RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇



管理機能（削除）

47RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇

管理機能（共有）
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協⼒者を追加して、DMP
を共有

RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇



管理機能（エクスポート）

49RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇

管理機能（WORDで出⼒）

50RDUF2019総会@JST, 2019年2⽉18⽇


